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Seiichi　Watanabe
　日本人がフランス人に初めて接し，直接フランス語を
耳にしたのは，1585年11月，少年遣欧使節がマドリッド
滞在中にフランス大使の訪問を受けた時であった。この
フランス大使は，日本からの使節にフランス国王アソリ
三世の旨を伝えた後，帰途にはぜひフランスを訪れてく
れるようにと請願された。これは，日本人とフランス人
との最初の邊遁であり，日本人がフランス語を，フラン
ス人が日本語を聞いた最初の出会いであった。
　日本人が実際にフランスの地に足を踏み入れたのは，
ユ6ユ5年（元和元年）のことであった。この日本人は，仙
台領主伊達政宗がローマ教皇のもとに遣わした使節支倉
六右衛門の一行であった。彼らはバルセロナからイタリ
アへ向かう途中，激しい暴風雨に襲われ，図らずも南フ
ランスのサン・トロペ港に避難し，その地に三日間滞在
することになったのである。この三日間の滞在は，単な
る日本人による最初のフランス訪問の記録としてばかり
ではなく，相互の身体的特徴から日常生活の習慣に至る
まで実際に見聞した最初の文化交流として，特記すべき
重要な事項である。
　ところで，この伊達政宗の遣欧使節に関して，最近南
蛮資料の研究で知られる某碩学が従来の学説に反証を掲
げ，伊達政宗・支倉六右衛門・ルイス・ソテロに対する
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従来の評判を一変させた。
　伊達政宗はローマ法王パウロ五世に次のような手紙を
書いていた。
　抑「セヱンフランソア」教会ノ僧ペー，フレー，リユ、
イ，ソテロノ，我国二来テ耶蘇教ヲ講述スルヤ，適弊州
二過訪セラレ，余二説クニ耶蘇教式二開セル秘訣ヲ以テ
セリ，是二由テ余ハ始メテ該教ノ旨ヲ了知シ，誠心二之
ヲ聴聞熟察シ以テ其果シテ神聖ニシテ済度ノ道ヲ備フル
コトヲ承認シ，断然之レヲ奉スルコトニ決意シタリ，然
レモ目下最大事故アリ，之レカ妨碍ヲ為シ，未タ其志ヲ
果スヲ得ス，故二今縦令躬自ラ該教ヲ奉スルコト能ハス
ト錐モ，余力臣下ヲシテ悉ク之二入ラシメンコトヲ欲シ，
蚊二陛下速カニ余ヲシテ，此善事ヲ果サシメン為メ，「ヲ
ブセルパソテソ」ト称セル「セヱソ，フランソア」教会
ノ僧数名ヲ，余力地二派遣セラレンコトヲ祈請スル所ナ
リ，蓋シ余ハ殊二此教会ノ僧ヲ愛敬セルヲ以テ，陛下ノ
幸ヒニ此僧等二恩遇ヲ加へ，其成功二補益アルノ事ハ挙
ケテ之レニ施興セラレンコトヲ願ヒ，余モ亦其弊州二着
セルヲ待テ終始之レヲ保護シ，為メニ寺院ヲ設立シカヲ
極メテ仁恵ヲ附興セントス，陛下若シ猶ホ聖教拡充ノ為
メ必要ト断定セル事アラバ幸ヒニ之ヲ我国二設置施行セ
ラレヨ，余ハ此ニー事ノ請フヘキアリ，敢テ望ムラクハ
陛下更ニプレラ職ノ僧一員ヲ命セラレ，其熱心二因リ我
州民ヲシテ悉ク耶蘇教二教化セラレンコヲ，其費用ト寺
領トニ至テハ，余優二之ヲ寄附供給スヘキニ因リ，陛下
ノ憂慮ヲ煩ハサルナリ，余今右之件々ヲ，陛下二請求セ
ンカ為メ，其事情二付キ能ク余力心意ヲ了解セルペー，
リユイ，ソテロヲ，陛下二派遣セリ，願クハ陛下同人二
就キ随意二余力心意ヲ尋問セラレ，幸ヒニ其所言ヲ聴キ
之レヲ好遇セラレンコヲ，但シ余ハ又重臣支倉六右衛門
ナル者ヲ以テ副使ト為シ，同人ト共二派遣シタルニ由ー
リ，両人共羅馬聖朝二参着セハ，．余力為メハ陛下二謁見
スルニ至ルヘシ，若シペー，ソテロ途中疾二罹ルコアラ
バ，陛下其任シタル代人ヲソテロト同視シ，余力使節ト
シテ接待セラレソ1ヲ翼望ス，……」
　政宗はこの手紙に於てキリスト教を称え，自分の臣下
をすべてキリシタンにさせるつもりである，また自分も
そのうちキリシタンになるつもりでいる。ついては，奥
州に数名の宣教師を派遣してもらいたい。キリスト教を
布教させるために，彼らを歓待するし，ど㊧ような援助
も惜しまない，と述べている。
　だが実際には，政宗は領内でキリシタン宗門を禁じる
ようになったばかりではなく，仙台に来た宣教師やキリ
シタンたちを残虐非道な手段で処刑するほどまでになっ
たのである。このような行為は，「国際的信義という観
点から許されてよいわけはなく，伊達政宗はその点で
は，日本人の恥を海外に曝し，日本人為政老の言は信用
がおけぬということを立証したことになる。」と某碩学
は，政宗の言行不一致を非難し，国際的外交能力という
点では二流・三流の人物であった，と言明している。
　確かに毅然たる態度を終始一貫保持し得なかった政宗
は，国際的な面から見れぽ非難され，罵られても当然で
ある。しかし，胸に一物という言行は，政宗だけの問題
として扱われるべきものではない。日本人全体に関わる
問題として，しかも今日に至るまでの外交交渉の問題と
して論じられなければならない。政宗がキリスト教に対
して示した態度は，当時では別に珍らしいことではなか
ったし，日本人の態度として，極めて当然のことであっ
た。最も適切な例として豊臣秀吉の場合を考えてみよ
う。秀吉は，最初キリスト教に対して大変寛大であり，
好意的でさえあった。そして，「もし貴殿（宣教師）ら
が多くの婦人をかXえることを禁じさえしなければ，予
はキリシタンとなるのに別に支障ありとは考えておら
ず，その禁止を解くなら予もキリシタンになるだろう」
と言った。
　秀吉のキリスト教に対する好意的な態度は，実は，宣
教師たちを喜ばせるための便宜的な方便にすぎなかった
のである。その後間もなく発せられるキリスト教宣教師
追放令がそのことを裏付けている。
　日本人は昔から和を重んじる国民であると言われてい
る。面と向かって相手の意に添わないことを言うのが苦
手であるし，大勢の意見に対して異議を申し立てるなど
ということはなかなかしない。例えば日本人とフランス
人とが議論した場合，フランス人の直裁的なものの言い
方に，特に双方の意見が対立した時など，日本人は，フ
ランス人の態度が強引であり，自分が攻撃されていると
感じてしまう。実際は，フランス人が自分の立場をはっ
きりさせ，それが日本の立場とどう違うか強調している
だけなのである。日本人は自分の考えが相手の意見と違
っていることをはっきりと示し，遠慮なしに主張すべき
なのである。しかし，そんなことを言うと喧嘩ζなって
しまうのではないかと考えて，自分の意見をはっきり言
わないか，「あなたとは決裂したくない」ということだ
けを強調して対立点をぼかしてしまう場合が多いのであ
る。そして心の中では，フランス人は自分勝手なことば
かり並び立て，まったく失礼な国民だなどと思ってい
る。一方フランス人ほ，日本人の態度を木満に思い，日
本人は何を考えているのか解らない，ずる賢い国民だな
どと思ったりするのである。
　政宗にしろ秀吉にしろ，キリシタンになろうなどと本
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気で考えたことは一度もなかった筈である。唯，宣教師
と対面し，雑談またはキリストの教えを聞いている時に
は，確かにキリスト教に好意的な気持を抱いたであろう
し，時には感激さえしたであろう。
　日本の中央部ではキリシタン迫害が開始されていて
も，東北地方ではまだその迫害もあまり進んでおらず，
宣教も比較的自由であった頃，政宗がキリスト教に関心
を示し，宣教師を呼びよせても良いと考えていたことは
事実であろう。勿論，政宗の胸中には太平洋貿易や海外
からの技術導入などの思惑があった。
　某碩学が力説するように，ローマ法王宛の手紙が完全
にソテロに一任されたものであると，つまり，政宗がソ
デPに「好きなことを何でも書くがよい」署名だけはし
ようと言ってソテロの思い通りに書かせたものであると
考えることは，かなり歪曲した考え方であり，政宗を無
能者であったとこじつけるための方便に過ぎない。政宗
が外交政策の面でいかに無能であったとしても，一世一
代の，しかも，それまで誰も敢行したことのない太平洋
横断という大事業に関わる手紙に盲判をおす訳がない。
　支倉六右衛門に関しても，某碩学は，六右衛門は「政
宗によって処刑された重罪人の息子であり，一度は追放
されたこともある下級の侍に過ぎず，彼が携えて行った
政宗の書状も，政宗がまるで白紙委任状のようにして宣
教師ソテーロに好き勝手なことを書かせたものである」
と述べ，無事帰国できるかどうか判らない使節であるか
ら，帰れなくなった場合にも伊達藩に何の支障りにもな
らない下級の侍，支倉六右衛門を形ばかりの使節とし
た，と強調している。
　重罪人の息子だから下級の武士とは限らない。罪人で
あっても切腹させられるような武士である以上，六右衛
門の父親が取るに足らない単なる下級侍であったと考え
るのは間違っている。また，どうでも良いような使節を
送るのに，政宗はどうして莫大な労力と金を費やすよう
なことをしたのであろうか。ルイス・ソテロに踊らされ
た結果であると言うが，奥州の大半をその勢力範囲に収
めた政宗が，何の根拠も信念もなしに，宣教師を喜ばせ
るためだけに，ヨーロッパ歴訪という大事業に手を出し
たのであろうか。
　ルイス・ソテロは，〈山師〉・〈半狂僧〉・＜策略
家〉などと日本側の学者から酷評され，遣欧使節派遣は
ソテロの策謀にすぎず，「政宗の使節派遣はルイス・ソ
テーロの虚構という一語に尽きる」と言明された。
　キリシタンを取り扱った記事は，時には，筆者がクリ
スチャンであるか，そうでないかによって，その内容が
まったく異なってしまう場合がある。クリスチャンは，
先輩であるキリシタンを讃えたい気持から，どうしても
キリスト教に有利な記事を書いてしまうことになるし，
逆に，キリスト教を嫌悪し，できることなら抹殺してし
まいたいと思っている筆者なら，キリスト教の真理さえ
も歪めて書いてしまう恐れがある。この場合，筆者はそ
の真理に気づかない場合が多いのである。従って，キリ
シタン関係の記事は，真のキリスト教を真に理解した
者，または真のクリスチャンによって，公正な立場か
ら，冷静な心を持って扱われなけれぽならない。
　ルイス・ソテロは，自分の抱いた目標に向かって，時
には過激と思えるような言動を企てたことがあった。し
かしそれは，目的達成のために熱心になり過ぎた結果で
あり，熱意のこもった言動なのである。決してく山師〉・
〈半狂僧〉・〈策謀家〉などと呼ばれる類の人間ではな
かった。
　ソテロは，同じキリスト教宣教師の仲間たちからも非
難され，悪口を言われることがあった。勿論個人的な欠
陥や行ぎ過ぎがあったことは事実であるが，ソテロに対
する悪評をもたらした一番大きな原因は，日本に於ける
イエズス会とフランシスコ会との反目状態や相互理解の
欠如などから生じたものであった。一例を挙げれば，フ
ランシスコ会とポルトガル人宣教師との間に起こった通
商問題（物質的利益に依存した問題）は，ソテロに対し
て法外な酷評を下す結果となり，日本在住の神父たちに
悪感情を抱かせることになった。
　1594年5月1日，修道誓願を立てたソテロは，すでに
殉教の誉を受ける熱望に燃えていた。日本に於けるキリ
シタンの厳しい状況や殉教状態は，ソテロにとってこの
上ない魅力的な活動の場であった。日本へ渡る決意をし
たソテロは，まずマニラで数年間ディラーオ村附近の日
本人キリシタンの指導にあたる一方，日本語の勉強に精
を出していた。彼は「日本語をたやすく学ぶ能力があっ
たし，日本人指導のための教会を日本人と一緒になって
造ったり，日本人の利益のためにいつも弁護していた。」
こうして，ソテロはすでに日本人や日本語に親しく接し
ていたので，日本に上陸した時には，キリシタソに限ら
ず，多くの日本人から歓待された。ソテロの日本人に対
する温かい心が，日本人の心を捉えたのである。
　ソテロは「厳しい鉄の沈黙を長期に亘り守り，食堂で
は断食をし，苦業した。」ソテロが続けた不眠不休の努
力は，すべてキリシタンを増大させるための祈りであっ
た。貧しい者・弱い者を援け，精神的苦境に陥った者を
救い，キリスト教会を建立する等々の実際的行動をソテ
ロほど熱心に敢行した宜教師はあまりいなかったようで
ある。それだけに，ソテロの熱意と情熱は同僚の者から
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も誤解されることが多かったのである。
　数ヵ月後にキリシタンに対する激烈な弾圧が開始され
るという状況下にあって，さらに多くの宣教師を日本に
派遣してくれるようローマ教皇に要請するなどというこ
とは，日本にいる司教や宣教師たちには考えられない，
途方もない企てであった。ソテロ自身も，中央部での布
教はかなり困難であることを十分承知していた。しか
し，東北地方ではまだまだ布教の余地があった。という
より，キリシタソの数が増え，宣教師の不足に苦慮して
いたのが実情であった。当時東北地方には，その全域に
わたってキリシタンの小グループがたくさん散在してい
たが，これらのグループを指導し，各キリシタンの告解
を聞き，ミサを捧げるためには，神父の数が少な過ぎ
た。例えば，仙台にはソテロ神父と三人の伝導師きりい
なかった。キリスト教に関心を持つ者や受洗希望者が後
を断たないほど増え続けている状況に於て，一人の神父
だけではどうにもならなかった。ソテロ神父は，昼夜を
問わず休む暇がないほどであった，と言われている。も
しこの時ソテロに宣教師を自由に派遣できる権限があっ
たなら，間違いなく東北地方に沢山の宣教師を送り込
み，布教の拡大を計ったであろう。
　さて伊達政宗は，日毎にキリシタンが増え続け，ソテ
ロがあわただしく飛び回っているのを見て，ソテロに，
キリシタンが集まる教会・修道院・祈疇所を建築してや
ろうと申し出た。ソテロは，いくら聖堂を造ってもキリ
シタンを指導することができる人物が不足している現状
ではどうにもならない。ローマ教皇に日本に於ける宣教
師不足を訴え，宣教師派遣の裁可を仰がなければならな
い，とローマへの使節派遣を提案した。
　徳川家康は，すでに太平洋航路や海外貿易の開発を希
望し，計画もしていたが，宣教師たちの協力なしには何
もできない状態であった。また一方宣教師側でも，キリ
スト教の布教ということを第一条件としない限り，日本
政府（幕府）に協力することはできなかった。
　この頃ソテロに，上長たちと同じような冷静な判断力
とキリシタソの陥る状況を捉える予知能力とがあったな
ら，遣欧使節派遣の計画は実現されるようなことはなか
ったであろう。というのも，日本の中央部では，すで
にキリシタンの迫害が行われており，遣欧使節が出発
（1613年9月15日）してから3ヵ月後にキリスト教禁教
令が起草され，全国的に宣教師やキリシタンに対する弾
圧が開始されたからである。また6ヵ月後には，キリシ
タンの代表的人物である高山右近を始め100余人のキリ
シタンが海外に追放され，残党70余入が陸奥国外ケ浜に
流刑されるという事件が起きたからである。
　結果的に見れぽ，日本在住のフランシスコ会及びイエ
ズス会の上長たちの判断は正しかったのである。殉教を
覚悟のうえで来日したソテロは，キリスト教布教にあま
りにも純粋に，熱意を燃やし過ぎたのである。彼が東日
本の司教になりたい（野心家と誤解されている）と思っ
たのも，司教になりさえすれば，自分の思い通りの布教
がでぎ，その成果も上がると確信していたからである。
ソテロが狂人であったとか，策略家であったと考えるの
は，あまりにもキリスト教を毛嫌いした日本人の偏見で
あるとしか言いようがない。
　伊達政宗の遣欧使節が帰国する頃，日本ではキリシタ
ン弾圧が激しくなり，日本の布教を担当していたフラン
シスコ会のサン・グレゴリオ管区長は日本伝導を断念す
るという状態にあった。
　マニラまで来たルイス・ソテロは，様々な方面から日
本への渡航を妨げられていたが，彼の日本布教の情熱は
高まるばかりであった。1622年，ソテロはあらゆる妨害
を排して，中国人の小舟で薩摩に潜入したが，間もなく
捕えられ，最後に火刑に処せられ殉教するが，キリスト
教布教に奪闘するソテロの熱情と気塊は宗教家として称
えられるべき性質のものであろう。
　政宗の遣欧使節は，メキシコ・スペイン・イタリアと
予定通りの訪問・遍歴を終り，1620年9月23日無事帰国
したが，その成果は無に等しいものであった，と言われ
ている。ローマ教皇は使節一行を快く迎え，町重にもて
なしはしたが，ソテロの要求は実質的には受け入れられ
ず，体よく断られた。ヴェネツィアに住むローマ大使シ
モン・コンタリー二は次のような報告書を残している。
　「日本大使は三力条の請願中，ただ一つのみ聴許せら
れたれば，不満もて退去したる由なり。大使は第一，政
宗は遠からず日本皇帝となるべき故に，一国の君主とし
て，法王の保護の下におかれんことを請願した。教皇は
自ら進んで之を許すことを欲せざるも，その大使に命じ
て，イスパニア国王と協議せよと答えた。その理由は，
イスパニア国王が，日本をもって自領となさんことの希
望あること，すでに明らかなれぽ，教皇はこれに関し
て，何もなすことを欲せざること，又一つはイスパニア
国王の自ら決すべきことに，干渉するを欲せず，イスパ
ニア国王に対する好意のますます厚きを加えたることを
示したものと思われる。
　大使は，第二に，彼の国に司教を置かんことを願いた
れども，聴かれなかった。第三に，数名の僧侶を派遣せ
んことを願ったが，教皇はイスパニア駐在の大使に命
じ，国王と協議せしめ，少数の僧侶を送ることを約し
た。」
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　また，スペイン国王フェリペ三世からも政宗の要求ま
たは提案（宣教師の派遣・司教の増員・通商条約の締
結・航海士や水夫の提供）はまったく受け入れられず，
単なる外交辞令として処理されてしまった。
　　「支倉六右衛門および随行者，フランシスコ修道会跣
足派ルイス・ソテロ師が来朝したので，これを引見し，
貴国（奥州）において，われらの主イエス・キリストの
聖なる，誠の教えを信奉しようとする意図の南ることを
聞ぎ，満足に思っています。この偉業は，貴国を平和の
うちに統治し，その福祉安寧を願う貴国王（政宗）の才
腕のたまものと考え，使節の申し出を欣快に思い，その
証拠とし（，あらゆる歓待をもって使節を迎え，使節の
イスパニア滞在中，およびローマ教皇領渡航の際には，
その必要とするものを給与し，また帰国するまで乗船の
便を図るよう命じました。朕は，われら主，神におい
て，使節のこの訪欧旅行が信仰の面で，大きな成果を収
めることを期待し，かつ貴国民の霊魂の救われることを
念じております。また宣教師その他キリスト教徒が，厚
遇されるよう希望していますが，この件については使節
に口頭でもって伝え，使節もこれを諒承し，かつ日本国
全土の宗主（家康）に，さきに書簡をもって通告してあ
りますので，つねに感謝の念をもって，朕にその実績を
示されたく存じます。神が奥州王の身に加護を垂れ，そ
の正しい意図のため，大いなる幸運をお授けになられま
すよう，祈っております。」
　上記のフェリペ三世から政宗宛の返書を見ても明らか
のように，スペイン当局は，使節の要望に対して具体的
に対応策を示すようなことも，話し合いをするような様
子も示さず，まったく当たりさわりのない対応の仕方で
使節に接している。　　　　　　　　　　　　h
　結局，ソテロや政宗の提案はすべて拒否されたことに
なる。こうした結果が生じたのは，使節が訪問している
間に，日本にいる宣教師から日本に於けるキリスト教迫
害，残虐な拷問の様子などが絶えずメキシコ・スペイ
ン・イタリアの各国に伝えられ，各国大使や顧問会議の
間に遣欧使節に対する大きな疑惑が生じていたからであ
った。
　最後に支倉六右衛門の評価について言及しておかなけ
ればならない。彼は何も知らないまま，単なる形式的な
使節（偲偲）となって各国を巡り，指定された通りのコ
ーろを無事終り，帰国したが，彼の持ち帰ったものは，
内容のない，おざなりの返書と切支丹道具（30点位）の
手みやげに過ぎなかった。しかも，彼はキリシタンにな
って帰国したものだから，帰国後誰からも顧みられず，
無残な生活を送ることになった。誠に哀れで気の毒な人
物であった。これは諸家の一致した意見である。姉崎正
治博士は，政宗の使節派遣はソテロの狂言に踊らされた
無益な事業であったとして，次のように述べている。
「政宗の遣使は，要するに此の如き半狂僧の｛鬼儲となっ
たようなもので，その任に当った支倉は実に同情すべき
位置に置かけれた。主君の命で大任を帯び，光栄の極か
ら困惑失意の極に陥って死んだ彼は，実に悲劇の人物で
あった。此に対し政宗がソテロを使ふつもりで寧ろその
道具になって，無意義の一挙を試みたのは一つの悲喜劇
であった。」
　表面的な見かたからすれば，確かに支倉はかわいそう
な，同情すぺき人物であった。しかし，外交的な成果や
帰国後の報奨などの面を抜きにして考えれば，また支倉
自身の問題として考えるなら，彼ほど恵まれた人物は当
時他に誰もいなかったであろう。神の存在を知り，誰よ
りも大きな恵み（永遠の生命）を得たのである。しか
も，キリスト教の総本山であるローマを訪れ，教皇パウ
ロ五世とも公式謁見を果たしたのである。彼は，ローマ
の古蹟やイタリア・ルネサンスの古美術の名所や教会堂
などを巡り，キリスト教に基づいた中世文化を摂取する
ことがでぎた。フェリーペ・フランシスコ・支倉六右衛
門は，各都市を巡りながら，キリシタンとなった喜びを
身をもって実感していた筈である。遣欧使節が帰国した
時，仙台でも厳しいキリシタソ弾圧の政策がとられてい
たが，支倉の長子六右衛門常頼・二男夫婦・孫，それに
召使たちがキリシタソとなった。これは，フラソシス
コ・支倉がキリシタンとしての生き方に大きな喜びを感
じていた証となるものである。第三者がどのような批判
をしようとも，支倉は，自分の生を幸福のうちに活かし
ていたのである。
